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協会会長就任にあたって
一般社団法人日本SPF豚協会会長

全農畜産サービス味代表取締役

． この度の、東日本大震災において、被災された皆さ

まに謹んでお見舞い申し上げます。一刻も早い復旧、

復興を心よ りお祈りいたします。

この数年、予想をはるかに超える飼料高騰 (2007)、

リーマン・ショック (2008)、口蹄疫 (2010)、烏インフ

ルエンザ (2011)、そして今春の大震災と原発事故の発

生は、私達を不安に落とし入れ、将来の見通しさえつ

かない厳しい状況が波のように押し寄せてきています。

このような中、昨年春、当協会の赤池会長が25年で

区切りとしたい、と退任を表明されました。

しかし、当時、宮崎県で口蹄疫が発生し、終息の目

途もつかないという非常事態であったことから、会長

・ 留任の強い要望が理事ならびに会員から出され、「1年

だけの延長」という条件で翻意されました。

ところが、今年も 3月に今まで経験したことのない

大震災と原発事故が発生し、協会の会員農場において

も多大の被害が発生し非常事態に陥っている ことから、

再度の続投をお願いしました。しかし、残念ながら退

任の意志は堅く 、今回は翻意できませんでした。

赤池会長の協会26年に亘る功績は、なんといっても

①任意団体であった協会を法人格まで引き上げ、組織

体として整備されたこと 、②認定制度を導入し広く定

着化させたことであり、本年3月末現在、認定農場数

190戸、飼養母豚数7万7,495頭と日本国内の8.3%を占

めるところ ま でに拡大 • 発展されたことです。

長年の会長のご努力、 ご苦労に対し、心より敬意を

表し、感謝申し上げます。

北島 克好

そんな会長の後を受けるにあたり 、四半世紀以上、

赤池会長が先頭に立って会員の皆さ まと築かれた SP

F豚の歴史を重く受け止め、さらに発展させるため、

微力でありますが精一杯の力を尽す覚悟であり ます。

今回の総会で、協会の将来を見据えて体制を強化す

るため専務理事を設け、事務局長とともに事務局運営

を図る ことが承認されました。

また、協会の独自性と透明性を確保するため、これ

までとおり行政の各関係機関、大学などの専門家、学

識経験者の方々に、協会への内外からのご協力を継続

してお願いしていき ます。

現在、協会の抱える課題として、会員農場において、

母豚1,000頭を超える企業経営の加入が増加したことで

飼養規模の二極化が進んでいること、生産成績につい

ても高位向上と低位安定の農場に二極化し、固定化が

進んでいる ことがあげられます。また、会員の多様な

要望に対して、協会がどのように対応 していくのかも

大きな課題になっています。

さらに、日本国内を中心として発展拡大してきた

「畜産目的のSPF豚とその制度」が、競争激しいグロ

ーバルな養豚界において、どのように位置づけられる

のか、将来も継続していけるのかを検証し、今後の進

むべき道を探る ことも大きな課題ではないかと考えて

います。

最後に、会員の皆様のご要望に応え、協会発展に寄

与できるよう努力することをお誓いして、ご挨拶とい

たします。



2年ぶりに社員（代議員）総会を開催
事業計画など全ての議案を承認

本年度の定時総会（代議員会）は6月16日（木）、東京都千代田区の KKRホテル東京において開催さ

れました。昨年は口蹄疫発生の影響で書面表決となり、集会は 2年ぶりとなりました。昨年度の事業

経過および決算報告、役員改選案、今年度の事業計画および予算案などすべての議案が承認されまし

た。概略は次の通りです（会員の皆さまには議案および議事録をすでにお送りしてあります） 。

平成22年度は梅雨時の豪雨、梅雨明けからの猛暑、

恒常的円高、首相の交代、口蹄疫および強毒性鳥イン

フルエンザの発生、さらに追い打ちをかけるように東

日本大震災と息つく暇もない年となってしまいました。

協会においても地域研修会の無期延期、さらに、定時

総会も書面による決議に変更せざるを得ない事態とな

りました。また、ちくさんフードフ ェアの出展も見送

りました。上半期の活動は限定的となってしまいまし

た。また、年度末に発生した東日本大震災は死者 ・行

方不明者2万4,000人超という大惨事となり 、壊滅的被

害を三陸海岸沿いの町々に与えました。日本経済への

影響は計り知れないものがあります。被災された方々

には心よ りお見舞い申し上げ、一日も早い復旧をお祈

り申し上げます。

このような事態の中、協会は SPF豚農場認定制度

を柱とした活動可能な事業に取り組みました。

認定農場の生産成績では生産指数が大幅に改善され

ました。特に、1母豚あたり年間肉豚出荷頭数の改善

が顕著でした。さらに、肉豚出荷率の悪化にも歯止め

がかかったと思われます。

下期に入り 、少し活動ができる環境となり 、11月に

日本SPF豚研究会との合同セミナーを開催しました。

120名のご参加をいただきました。しかし、3月の理事

会は中止としました。

認定シールの販売は710万枚 （前年度比83.7%)とな

り前年度を大きく下回りました。協会オリジナルキャ

ップと Tシャツの販売、および、ポークリーフレ ット

の配布も継続しており ます。

協会だよりは予定通り39号、40号、41号、42号を発

行いたしました。

また、協会パンフ ッレトの改訂版を制作し、配布し

ました。

なお協会設立40周年記念刊行物 『ハイヘルス養豚ヘ ~
の挑戦』は年度をまたぎましたが本格的な販売を行な

っております。

今年度は理事 ・監事の任期満了に伴う改選時となり

ます。

今回の改選では26年間その任を務められた赤池洋＝

会長が退任するのに伴い、新会長に全農畜産サービス

ピラミ ッドの北島克好副会長が選出され、就任いたし

ました。副会長には引き続き秦政弘理事 （サンエスブ

リーデイングピラミ ッ ド） が、 新たに鈴木保理事 （ シ ~

ムコピラミ ッド）がそれぞれ就任いたしました。

なお、赤池前会長は最高顧問に、さらに事務局体制

強化のため藤田世秀事務局長が専務理事、事務局長に

櫻町恭子事務局員が就任することが承認されました。

新理事 ・監事は次の方々です （順不同、敬称略）。

く理事＞

北島克好 （会長、全農畜産サービス（樹）、秦政 弘 （副

会長、（株サンエスブリーデイング）、鈴木保 （副会長、

（樹シムコ）、山内一広 （ホクレン）、田畠 茂 （伊藤忠飼

料掬）、大関輝男 （日本農産工業（樹）、日浅文男 （（有道南

アグロ）、石川輝芳 （（農）しわひめスワイン）、林 寛康

（（恥林商店）、下山正大 （（有）下山農場）、船本秀和 （（樹西

日本ジェイエイ畜産）、西原 登 （（掬フ ァームテ ック）、

藤田世秀 （会員外、協会専務理事）
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く監事＞

本野憲一（（刷ユキザワ）、工藤 修（全農畜産サービス

（採東日本原種豚場）

防疫設備基準、防疫管理基準の徹底

新しい SPF豚農場認定規則および関連する基準、

細則に基づき、厳格な運用を行います。

認定委員会の開催

SPF豚農場認定事業を推進していきます。認定委

員会は例年どおり、 6、9、12、3月の計4回開催し

ます。

・ 呈刃
認定委員会の強化

n心ヽ定委員会の中立性、透明性を確保するために認定

規則を改正、構成をさらに明確にし、審査機関として

より強化します。

認定成績集計結果のフィードバック

引き続き SPF豚農場認定申請時に提出される生産

成績を集計して、認定書発行時にこれまでの成績の推

移を、また年度末に、各認定項目の順位表を、各ピラ

ミッドを通じて農場にフィードバックしています。ベ

ンチマーキングに活用し農場成績の改善に役立ててい

ただきたいと思います。また、地域研修会等でも検討

する場を設定したいと思います。

● , 
生産成績優秀CM農場の表彰制度の継続

例年通り、生産成績優秀CM農場を選考委員会によ

り選定、セミナーで表彰します。

さらに新たな表彰の対象項目についても検討を加え

ていきます。

ピラミッド会議の設置

四骨な事業推進のため各ピラミ ッドによる担当者会

議を開催、さまざまな課題や事業内容を検討します。

セミナーの開催

今年度のSPF豚セミナーは11月15日 （火）、KKR

ホテル東京で開催予定です。内容についてはピラミ ッ

ド会議で検討します。

地域研修会の開催

日時、場所、テーマはピラミッド会議で検討します。

開催地域の優秀農場を中心にした技術情報交換等も
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検討しています。

協会だよりの発行

協会だよりは43号 (4月）、 44号 (7月）、 45号 (10

月）、46号 (1月）を発行します。

販促用資材の制作と普及

店頭用ポークリーフレット 3種、協会パンフレット

を引き続き希望会員に無料で配布します。さらに、認

定農場向け協会オリジナルキャップと Tシャツの販売

を継続します。

SPF豚肉に対する正しい知識の普及

昨今、食の安全に対する関心の高まりに乗じて、必

要以上に SPFポークの安全性を誇張した文言が食肉

流通業界で目に付くようになっていますが、協会とし

ては、すべての会員が一致協力してあらゆる機会をと

らえ、 SPF養豚の仕組みと生産情報がわかる、正し

い「SPFポークに関する知識の普及」に努めます。

●イベントヘの参加

・日本食肉流通センター主催「ちくさんフードフェ

ア」 (10月8 (土）~ 9 (日）、於：日本食肉流通セン

ター）に一昨年に続いて参加します。

・アグリフードEXPOへの出展を検討します。

● SPFポーク販売店情報の収集・整備

関東圏を中心に販売店への訪問を実施します。

集めだ情報は「ちくさんフードフェア」で提供する

予定です。

●認定シールの利用促進

ピラミッドと協力し、認定農場産シールの普及 ・拡

大に努めます。。

● SPF豚啓蒙用資材（パネル等）の制作と常設展示

制作方法、常設展示の実現性等についてピラミッド

会議等で検討していきます。
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連載 、
豚の細菌病⑮ 浮腫柄と離乳後F痢

東京農業大学教授 山＊孝=!£

浮腫病は、離乳後 8週までの子豚が罹患することが

多く、眼瞼周囲や前頭部皮下に浮腫が見られ、死亡率

が50~90%に達する急性感染症です。離乳後下痢は、離

乳後4~10日後に軟便～泥状便が見られ、死亡率は10%

程度ですが罹病率は20~50%と高い常在疾病です。両者

は一緒に発症することも多く、菌株によ っては両方の

病気を起こしますので本稿では一緒に記載します。

原因と発生要因

浮腫病の原因は、志賀毒素 (Stx)を産生し、宿主細

胞への付着に関与する線毛 (F18)をもった浮腫病大腸

菌 (edemadisease E. coli: EDEC)です。離乳後下痢の

原因は、下痢原性毒素であるエンテロトキシンを産生

するETEC(enterotoxigenic E. coli) と呼ばれる大腸菌

です。EDECの0群血清型は、 0139や0141、ETECは

0149等が多く分離されています。Stxは、 ヴェロ (Vero)

細胞に毒性を示すことから以前はヴェロ毒素と呼ばれ

ていました。EDECは、 Stxのほかエンテロトキシンを 量を15~20%と高くします。両疾病とも一群の頭数を

産生する株もあり 、このような株の感染では浮腫が見 少なくする、群分け、移動を制限するなど離乳にとも ~

られず、下痢に続いてヨロヨロ歩いたり、後躯麻痺、

斜頚のような神経症状が見られます。

浮腫病は、高タンパク飼料を給与している農場の発

症率が高く、実験的にも粗タンパク量17%の飼料を給与

された豚は全く発症しなかったのに対して、 21%給与区

では、約60%の豚が急性の浮腫病を発症したことが報告

されています。また両疾病とも発育の良い豚が罹患し

やすいことが知られています。浮腫病は雄の系統によ

り発症率に差のあることが報告されていましたが、こ

れはStxに対する感受性ではなく、 F18線毛に対するレ

セプターを持つかどうかによることが明らかにされて

います。すなわち、レセプターを持たない豚はEDECが

定着できず、したがって浮腫病に抵抗性を示します。

さらにレセプターの有無は、ある遺伝子の変異による

． 
眠瞼の浮腫 （出典 ：家畜疾病カラーアトラス ・農水省）

ことが明らかにされて、この遺伝子を調べることによ

り抵抗性か感受性かが判定できるようになりました。

以上のことに関連するのですが、中国在来種は遺伝的

には感受性であるにも関わらず、浮腫病に罹りにくい

のは成長が遅いからだという興味深い報告があります。

治療と予防

浮腫病では前述のように高タンパク飼料が発病に密

接に関係しますので、発病の恐れのある期間は粗線維

なうストレスを軽減することや制限給餌とすることも

有効な予防法です。下痢発症豚に対しては、ビコザマ

イシンやゲンタマイシン等を含んだ経口補液が有効な

場合もあります。一般に浮腫病や離乳後下痢の予防を

兼ねてコリスチンの飼料添加が広く実施されています

が、耐性菌の出現や、浮腫病発症豚では菌の死滅によ

り急激にStxが放出される結果、かえって症状が重篤化

することに注意しなければなりません。生菌剤の効果

はまちまちですが、さまざまな製品を大量に投与する

と効果があったという報告もあります。

［参考文献］

1.Konstantinova, L. et al. (2008),Vet. Microbiol., 128, 

160-166. 

2. Bao WB et al. (2008), J. Anim. Breed Genet., 125, 

427-430. 

4
 



会貴 ／ 読者のページ・会貴 ／ 読者のページ・会員 ／ 読者のペ ージ

完全無薬豚生産へ
再チャレンジ
有限会社ふなばやし農産

農場長 田中良市

有限会社ふなばやし農産 （以

降、当社と略します）は青森県十和田市にあります。

当社は本場および第三農場の二農場体制となっており 、

両農場をあわせて母豚数約1,500頭規模の一貰農場とし

て経営されております。従業員数は現在25名です。

● 豆,F豚飼育への転換

当社は1985年より SPF豚への転換を行い、現在、

種雄豚および種母豚は全て （株）シムコより導入して

おります。

完全無薬肉豚生産への挑戦

当社は2005年より完全無薬飼育による肉豚生産への

挑戦を開始しました。分娩舎で子豚が産まれてから肥

育舎を経て出荷されるまで、肉豚は飼料添加物や動物

用医薬品を含め抗菌性物質を一切与えられずに飼育さ

れます。そうはいってもやはり病気になる豚は出てき

ますので、その場合は病豚を引き抜き治療の上、別豚

房で別飼いし、無薬豚とは厳密に区別し有薬豚として

・ 出荷されます。

無薬豚生産のためには、まず最初に、 一般的衛生管

理の徹底に着手し、厳格なバイオリスクマネジメント

体制を構築しました。具体的には豚群のロ ット管理、

各豚舎のオールイン ・オールアウトローテーションの

確立、空舎期間の確保と徹底的消毒の励行などです。

また、「ワクチンで予防できる疾病は全てワクチンで

予防する」コンセプトのもと、ワクチネーションプロ

グラムを改善し、たとえば事故率が低いにも関わらず

サーコウイルスワクチンをいち早く取り入れて成績安

定を図ってきました。その過程で、不幸にして PRR

Sの侵入を許してしまったこと、さらに豚増殖性腸炎

が動いたこと等により、 一時的に事故率の大幅な上昇

に見舞われ、その対策に奔走せざるを得なかったこと

もありました。 しかし、それらの試練を何とか乗り越

え、現在では完全無薬豚の出荷率が月平均で75%に達

するまでとなりました。

震災を乗り越えて

このような中、ご承知のように、この度の東日本大

震災に よって、青森県内をはじめ東北地方の多くの

方々が大きな被害に見舞われる事態となりました。幸

いにも、当社は従業員および建物設備に大きな被害が

なく、通常生産を継続・維持することができました。

しかしながら、残念なことに飼料メーカー各社の生産

設備が大きな被害を受け、無薬飼料の生産が不可能と

なり、無薬豚生産を一時断念せざるを得ない事態とな

りました。

しかし、飼料メーカーをはじめとする関係各位の絶

大なるご協力のもと、今回の未曾有の事態を乗り越え、

再び7月よ り無薬豚生産に再チャ レンジできる態勢を

整えることができました。もう 一度、完全無薬豚生産

へのチャレンジを通じて、消費者の皆様のご要望に応

え、 SPF豚コンセプトの一つでもある、安全で安心

な豚肉の生産と供給に取り組んでいきたいと思います。

最後に

当社農場の敷地からは、す ぐ間近に八甲田連峰を望

むことが出来ます。春から夏に移る時季には、八甲田

の由来となった多くの峰々が残雪の純白に輝き、最も

美 しい姿となります。多くの山岳スキーヤーや登山者

が訪れ、もっとも賑わう季節が始まります。また、す

ぐ近くには十和田湖や奥入瀬渓流などの自然美を有し、

酸ケ湯等全国的にも有名な数々の温泉地を擁する景勝

地に当社はあります。当地にご来訪の折にはどうぞ当

社にもお立ち寄り下さい。
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TEL.0463-73-0298 

二宮町は古くは東海道の宿場町として栄え、現在

は東京 ・横浜に近く自然豊かな湘南の住宅地です。

「肉の宮清」は国道 1号線沿い、社長の宮戸清さんは

横浜の肉屋を皮切りに修行を積まれ、昭和48年、生

まれ故郷の二宮町に戻って精肉店を始められました。

肉は枝肉仕入れ、脱骨からカットまですべて社長一

人で、お惣菜やお弁当は奥様の昌江さんとお二人で

すべて手作りされています。米は茨城県産コシヒカ

リを農家直送、国産にこだわりつつ価格も抑えてい

ます。注文が入れば定休日である日曜日に二人で100 感な常連さんに支えら
I! 

個ものお弁当を手作りすることも。お昼のお弁当も れているといいます。

メインのおかずは作り置きせず、注文が入ってから

揚げたり焼いたり 。「時間との闘いです」 （清さん）。

豚肉は20年ほど前から SPF豚にこだわり、現在

は千葉の認定農場である下山農場産が中心。「肉のう

まさはもちろん、脂がちがいます」と清さん。一度

炊いてパック詰めし販売しているラードは真っ白で、

甘い香りがただよいます。「このラードで揚げるコロ

ッケやとんかつが評判です。これじゃなきゃだめ、

とお客さんから言われます」と昌江さん。いただい

た揚げ立てコロッケはさっぱりとしてもたれず、さ

すがのおいしさでした。食を大事にし、味や質に敏

一流レストランのオー

ナーシェフがおみやげ

にしたいからとわざわ

ざコロッケを買いに立ち寄ることもあるとか。「SP

F豚のよさを知ったら普通の豚肉は使えないですね。

惚れ込んで一生懸命売ってます」と清さん。リーフ

レットもお客さんによさを伝えるのに役立つと言っ

ていただけました。飲食店に勤める息子さんが独立

の暁には「SPF豚のとんかつとかコロッケをメニ

ューにしたい。それまでもう少しがんばります」。勤

勉で誠実なご夫婦の姿に、心から敬服しました。

． 

．
 

●認定情親• I 

●平成23年度認定農場

[6月認定］（有効期間：平成23年6月9日から以年6月30日まで）

北海道・ （有）鈴木ビビッドファーム、青木ピッグファー

ム、 （有）ゲズント農場、ホクレン滝川スワインステーシ

ョン養豚技術センター、 青森県・ カワケン SPFファ

ーム、同第三農場、岩手県・ FVファーム、 秋田県・

（樹ナカショク八竜繁殖農場、同大口繁殖農場、同能代

離乳農場、 JA秋田しんせい肥育豚農場、 山形県・ （樹

ナカショク庄内繁殖農場、同庄内肥育農場、同鶴岡肥

育農場、 福島県・ （有凍和牧場、 茨城県・ （有）弓野畜産繁

殖農場、同八郷農場、同千代田農場、 （有）篠崎畜産、 群

馬県・ JA東日本（悧利根スワインファーム、 栃木県・

（樹ノイバーン、 千葉県・ 石毛宏司養豚、岡野朝雄養豚

場、高橋幸雄養豚、塚本利昭養豚場、宮澤光男養豚場、

（有）アグリ、吉田道養豚場、 （有）藤崎農場松尾繁殖農場、

同飯岡肥育農場、江波戸 SPF農場、 （有）下山農場第 2

農場、新潟県・ （刷ナカショク荒川繁殖農場、同中条離

乳農場、同下田肥育農場、同長峰肥育農場、同上中山

肥育農場、 静岡県・ （採マルス農場、兵庫県・ （農）八鹿

畜産河上農場、同小田垣農場、 鳥取県・ （刷西日本ジェ

イエイ畜産名和農場、 岡山県 ・岡山 JA畜産（樹荒戸山

SPF農場、愛媛県・ 冨永養豚場、旭養豚場、（有）多田

ファーム、 佐賀県・ JAさが富士天山フ ァーム、 長崎

県・ JA全農長崎県本部五島種豚供給センター、 （有汁母

藤ファーム、浜田養豚、 宮崎県 ・（有）レクスト、江夏商

事｛樹御池農場、クリーンフ ァーム（樹、 鹿児島県・ （松か

いたく大口農場、鹿児島いずみ畜産（樹三笠農場

（以上54農場）

※次回認定委員会は平成23年9月8日（木）の予定

6
 



．
 

．
 

プロのシェフおすすめ、カンタン、おいしいSPFポークレシピ

SPF豚の冷しゃぷラーメンサラダ
●レシピ提供 ・「豚料理よろずや」料理長 西澤一暢 （北海道札幌市）

今年も例年以上の猛暑とか。とうがら しのカプサイシンと豚肉のビタミン （ブタミン）パワーで暑い夏を乗り越

えるのにピソタリのレシピを教えていただきました。

●材料● (4人前）

SPF豚0ースしゃぶしゃぶ用 200g 

お好みのサラダ野菜

（サニーレタス • リーフレタス

ミニトマト・カイワレなど） 適量

ラーメン 2玉

くドレッシング＞

みリん 250cc 
はちみつ 60g 
砂糖 100g 
しょうゆ 250cc 
酢 100cc
白いリごま 45cc 
ごま泊 45cc 
うま味調味料 大さし汀

鷹の爪輪切リ 小さじ 1
おろししょうが 100g 

●つくり方●

① ドレッシングのみりんを火にかけ煮きり、すぐに砂糖とはちみつを加えます。他の材料を合わせて冷ましておきます。

② 鍋にお湯を沸かし、ボウルに氷水を用意しておきます。

③ お湯が沸騰したら差し水をして、温度を70~75℃位に下げ、豚肉をしゃぶしゃぶし、ボウルに入れ氷水で冷やします。

④ ラーメンを少しやわらかめに茄でます。茄で上がったら冷水でしめ、水気をよく切ります。

⑤ 器にお好みの野菜を盛り、ラーメンと豚肉を盛り付け、 ドレッシングをかけていただきます。

【西澤シェフからのアドバイス］

豚肉は75℃以上のお湯で加熱すると脂分が分解され、豚肉本来のうま味が全部逃げてしまいます。必ず沸騰後温度を下げてしゃぶ

しゃぶします。ラーメンは少しやわらかめに茄でると食べるときちょうどよいかたさになリます。

I●協会からのお知らせ●

●代議員および認定委員の交代

伊藤忠飼料ピラミ ッドの代議員および理事が岩崎和

也氏から田畠茂氏に、日本農産工業ピラミ ッドの代議

員および理事が尾関紳ー氏から大関輝男氏に、 それぞ

れ交代しました。またシムコピラミッドの上大迫秀作

認定委員に代わり 、辻博史氏が就任されました。

編 今年度はモチベーションを高く持って、一層の経営基盤安定化のため、生産性向上を図リたいものです。節電対策にも積極的に取リ組み
集 ましょう。グリーンカーテン （キュウリ、ゴーヤ 、ヘチマ、カボチャなど）やヨシズなどによる遮熱｀熙明機具の LED化、舎内でのミ
後 スト利用、屋根の遮熱工事、空調設備 • 換気扇等電気器貝の整備など、まだまだあると思います。できるところから、実行あるのみです。

記 だ＜
定時総会において会長が交代いたしました。赤池前会長の長年のご貫献に心よリ感謝申し上げます。引き続き最高顧商としてご協力いた

ことになっておリます。今後ともよろしくお願いします。（世）

日本SPF豚協会認定農場産シール

このマークは

日ホSPF豚協会の

登録商標です

日ホSPF豚協会だより
第44号 2011年7月1日発行 （季刊）

発行一般社団法人日本SPF豚協会

〒101-0032 東京都千代田区岩本町1-8-2
TEL.03-5835-5375 FAX.03-5835-5376 
e-mail : j.spf.a@nifty.com 
http:/ /www.j-spf.com/ 

発行人北島克好

編 集 人 藤 田 世 秀
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長い間、 ご協力ありがとうございました
一般社団法人H本SPF豚協会前会長 l/fti也 i羊＝

東日本大震災で未曾有の災害に遭遇された会員の

方々には、心からお見舞い申し上げるとともに 1日も

早い復興をお祈りしております。

さて、私は 6月16日の定時総会をも って引退し、北

島新会長（全農畜産サービス社長）にバトンタッチい

たしました。1985年以来26年間、会長在期間中は会員

の皆さまや関係者の方々から絶大なご指導とご協力を

いただき、心からお礼申し上げます。

SPF豚を養豚産業へ応用する研究は、農水省家畜

衛生試験場（現 ：動物衛生研究所）で波岡先生を中心

に、1965年頃から始まりました。しかし、行政当局や

養豚業界からはなかなか理解が得られず、 SPF養豚

の実現と普及には幾多の困難が予想されました。この

未知の分野を正しい方向に導き発展させるため、 SP

F豚関連の技術開発を推進するとともに、 SPF養豚

方式の確立をめざして、日本SPF豚協会は1969年に

設立されました。初代会長に有吉修二郎氏 （アミノ飼

料研究所長）、4年後の1953年には本田英三氏 （住商飼

料畜産社長）が二代目会長に就任されました。その頃、

協会は SPF養豚の技術開発と普及が最大の課題でし

た。また、任意団体として設立された 日本SPF豚協

会の法人化は悲願となっていました。本田会長は協会

の法人化のために奔走されましたが、行政や畜産関係

者の無理解からくる反対意見が強く実現に至らず、本

田会長の苦労が偲ばれます。そして1985年、本田会長

が住友飼料畜産社長と協会会長を辞されたのにともな

い、私に三代目会長の重責がめぐってき ました。

私は本田前会長の方針を踏襲するとともに、 SPF

養豚をより多くの関係者に知ってもらうことに取り組

むことにしました。そして、セミナーの開催やイベン

トヘの参加などを続けるうち、 SPF豚の良さが養豚

関係者や消費者に少しずつ理解されるようになってき

ました。この風潮に便乗して出現したのが、何の根拠

もない自称「SPF豚」、「無菌豚」、「清浄豚」などです。

農水省の「消費者の部屋」に問い合わせが多数寄せら

れるようになりました。協会では SPF豚と SPF豚

農場の基準を明確にし、それを制度に生かすこと、消

費者の理解を深めることにつながると考え、

農場認定制度を1994年に発足させました。その効果は

絶大で、自称「SPF」や「無菌豚」は姿を消し、真

面目な SPF豚農場では衛生管理の改善や生産成績の

SPF豚

大幅な向上をもたらしました。

次に取り組んだのが協会の法人化でした。法人化（財

団法人、社団法人、協同組合、協業組合、事業紺合、

株式会社など）を検討しましたが、協会の活動に相応し

い法人の姿が見えてきませんでした。しかし平成14年、

「中間法人法」が施行されたことによって法人化への道

が開けました。そして2004年、「有限責任中間法人日本

SPF豚協会」として永年の夢が実現しました。2008

年に中間法人法が廃止され、代って「一般社団法人お

よび一般財団法人に関する法律」が施行されたのにと

もない、自動的に一般社団法人に移行し、「一般社団法

人日本SPF豚協会」へ生まれ変わりました。今後は

会員農場の成績向上 • 発展と新会員勧誘による協会の

拡大が大きな課題となります。このような流れの中で、

私が己の力不足にもかかわらず、会長の職務を重責に

なんとか耐えることができたのは、会員および関係者

各位のご支援の賜物と深く感謝しております。

一方では、一人の人間が永年同じポストに居座ると

組織のマンネリ化は避けられず、進歩が止まってしま

うこともわかっていました。私は何年も前から会長交

代を願っていましたが、協会の法人化、認定制度の見

口蹄疫の発生など、諸々の事情から延び延びに直し、
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なっていました。今年の総会において会長を辞任する

ようやくほっとしておりますが、今後ことが決まり、

は私にできることがありましたらお手伝いしていきた

いと思っております。永年のご協力本当にありがとう

ございました。

日本SPF豚協会および会員の皆様の益々のご発展

を心よりお祈り申し上げます。
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